
  [image: ]


  
    新年も、、、、、　20100107


    
      新年早々、仕事をしていた。いや、せざるをえないというのが実態。
    


    
      仕事が遅くなったと思う。
    


    
      

    


    
      4日には恒例の賀詞交歓会。
    


    
      ところが、主催の商工会議所会頭の中島雲海酒造社長が正月に急逝された。
    


    
      驚きである。12月7日の経済同友会、地域振興委員会の懇親会で向い合せに座り話をさせていただいたのが最後である。
    


    
      宮崎を代表する酒造会社の代表というだけでなく、産学連携の推進や、産業再生に尽力されていた。ただただ残念である。
    


    
      

    


    
      そしてさらに驚いたのが西田英敏氏の訃報である。グアムに家族で行かれていた最中のこと、事故ではないようだ。彼は石油会社の経営者で、公的な仕事にも積極的に取り組んでいた。ひでじビールという地域振興のシンボル的な会社も経営していた。享年48歳。もったいない、そして残念である。
    


    
      

    


    
      親しい支店長の中にも年末あるいは新年早々の異動が発表された。
    


    
      異動はやむをえないが、親しい友がそばにいなくなるのはさびしい。
    


    
      

    


    
      仕事には相変わらず追いかけまわされている。プライベートでも昨年亡くなった弟の申告期限。
    


    
      

    


    
      明るい話もいくつかある。特に事業面では新商品の手ごたえがよい。
    


    
      KITENNという年額6,000円のホームページサービスはお隣韓国で評価をいただきおもしろい展開になりそうである。
    


    
      しかし、同時にいくつかの話が進行していて、それにアップアップしているような感じだ。その上、続く新年会。みんな開き直っているの？というくらい飲み歩いている。
    


    
      

    


    
      複雑な新年雑感である。
    


    
      

    


    フィールドオブドリームス　20100109


    
      昨夜飲み過ぎたおかげで今日はだらだらの一日だった。
    


    
      テレビをつけたら、ケビンコスナーとジェームスアールジョーンズが出ている。
    


    
      フィールドオブドリームスという映画。1989年公開。
    


    
      まだそのころは勤め人だった。バブルがはじける前で行け行けドンドンの世界。
    


    
      

    


    
      最後のシーン。父親とキャッチボールするケビンコスナー演ずるレイ。
    


    
      父親には内緒で西海岸の大学を選び、以来一度も父親と話も会うこともしなかった自分に後悔をしていた。
    


    
      小学生のころ、父親とキャッチボールをしたことがあった。父親は忙しく、数回しかないような記憶だ。
    


    
      考えれば、弟二人、母、父、祖母、祖父みんな鬼籍に入った。あの頃の我が家は畑の真ん中にあり、たくさん作ってもすぐに料理がなくなるような大所帯だった。今、一人映画を見ている。幸いにも子供はいる。キャッチボールもできるようになった。
    


    
      

    


    
      なんだろう。母親に甘えてみたいという気持ちはもうないが、父親とキャッチボールをしてみたいという気持ちがなぜかわきあがる。
    


    
      

    


    
      映画のラストシーンで恥ずかしながら一人の部屋で泣いてしまった。
    


    
      緊張が崩れたような気がした。いろいろなことで緊張していたのがそれでわかった。
    


    
      記事作成日：2010/01/10 2 件のコメントがあります
    


    
      

    


    史上最大の送別会男　20100111


    
      送別会男というのは表現がおかしい。彼に失礼になるかも。
    


    
      

    


    
      N社のTさん。宮崎に赴任して来て2年にならないが、その人柄からか、たいへんな人気者。
    


    
      それがよくわかったのが、今回の異動に伴う送別会の数。
    


    
      1月4日付の異動後、ほとんど毎日送別会とのこと。昼食を含めスケジュール調整がたいへんだったようだ。
    


    
      

    


    
      そんな人気者の彼と昨夜会食した。仲の良い4名でアクアビットというこじんまりとしたイタリアンで。話題にもつきないが、もともとノリのよいTさん。そのまま二次会三次会とつきあってくれた。二次会は独特のカラオケスナックとなっている「V」へ。Tさんの天城越えに始まる。十八番のぎんぎらぎんにさりげなくも飛び出す。その後「GoGoGoへいきましょ」へ。一緒の2名は初体験のため、大将（マスター）に早めに出勤してもらい、ミニショーを。
    


    
      「麦家」に戻り（？）そこでひと段落。
    


    
      

    


    
      13日まで送別会は続くらしい。
    


    
      

    


    
      

    


    名古屋　20100112


    
      名古屋へ。
    


    
      空港への道が、休み明け＋雨で混んでいた。
    


    
      けっこうぎりぎりになったので、若干焦った。
    


    
      

    


    
      と空港近くのアーバンキット駐車場（ここはほんとに対応いいです）に車を入れて空港まで送ってもらうが、ドライバーの方が、今日は学生が多いですよ、と。
    


    
      実際、学生がたくさん。受験だろうか。
    


    
      修学旅行ほどの人数はいない。
    


    
      

    


    
      今日のフライトはほんとうに揺れた。
    


    
      かなりのものだった。帰りはさらに揺れた。ホットの飲み物は出なかったくらい。
    


    
      

    


    
      取引先3社が1社都合がつかなくなり、2社。最初の会社のN社長と昼食の予定が、オーダーをミスって結局時間がなくなった。というのは、喫茶店でランチのつもりが、店のママに意思を伝えるのが中途半端で、コーヒーを飲んで会話に夢中になっていたら、オーダーは通っていなくて、単にコーヒーで終わり。
    


    
      

    


    
      2社目は中部国際空港で会うことになっていたので、金山駅に送ってもらう。そこで少し余裕があったので定食屋さんへ。みそかつ定食を頼む。すぐできますということだったがけっこうぎりぎりになり、5分で食べる。やっぱ甘かったか。ということでやけどしそうになりながら味噌カツをかっこむ。でもうまい。
    


    
      

    


    
      空港で打ち合わせ。その後ゲートに入り、ANAのラウンジでメールをチェック。このラウンジには小粒な石の形状のチョコが置いてあり、これがなかなか美味。
    


    
      

    


    
      取引先に、おみやげに鬼まんじゅうという名古屋のお菓子をいただいたが、なかなか素朴でおいしかった。名古屋にはおいしいものが多い。学生時代は無知と金欠で、おいしいものにはあまり出会えなかったが、味噌カツにしろ、ウナギにしろ、ういろうにしろおいしいものがある。空港でよく買うのは三重県の虎屋のういろう。名宝ハムもうまい。
    


    
      

    


    
      予想以上の成果だったので満足な出張であった。
    


    
      明日は東京に。
    


    
      

    


    
      

    


    
      

    


    宮崎で雪 20100113


    
      今朝は東京へ移動のため通常より若干早起き。なんと雪が降っている。宮崎で雪が降ることは本当に稀な話。
    


    
      自分は宮崎で生まれて50年だが、これくらいの雪、駐車している車に積もるほどのものはあまり記憶がない。
    


    
      空港に向かい車を走らせるが、前から来る雪の中を走る経験は名古屋や東京ではあったが、宮崎では、、、。
    


    
      

    


    
      飛行機のフライトに影響を与えるほどではない。というより空港の近くではほとんど降っていない。途中、弦月よりも細い三日月が見えた。天候は晴れの予報。朝だけの雪か。ラジオで雪が降ると授業を中止して、というリスナーの投稿メールを紹介している。
    


    
      

    


    
      自分が子供の頃も雪がちらついたら授業を中断して校庭に出たなどということもあった。出てみたら桜島の灰だったということも。
    


    
      

    


    
      宮崎、とくに宮崎市内では雪を見ることはほとんどない。南にある鹿児島、西の熊本は雪が降ることが多い。それだけ宮崎は温暖な地なのだろう。プロ野球やJリーグののキャンプが多いのも、それが理由のひとつである。
    


    
      

    


    
      離陸して上空から見ると、宮崎市内は全体に白っぽい。屋根、畑、校庭、堤防などが白くなっている。このような光景こそ、一期一会のシーンなのかもしれない。国語の教科書で川端康成のエッセイが紹介され、グラスに朝日（？）があたって光っている様が美しく、このシーンが見えるのは一期一会とあったのが思い出される。
    


    
      

    


    
      今朝の学校はみんな雪で大騒ぎなんだろうな、と思いつつ飛行機は厚い雲海の上を飛んでいる。
    


    
      記事作成日：2010/01/13 コメントはこちらから...
    


    
      

    


    
      市長選始まる　20100117
    


    
      宮崎市長選が始まった。現市長が引退、3名が立候補。
    


    
      しばらくは街がある意味「混乱」する。
    


    
      

    


    
      3名の話をテレビ経由で聞いている。
    


    
      宮崎の地場の既存の産業(企業、店舗）を活性化することも目標にしてほしい。
    


    
      産業振興面が宮崎市は得意でなかったと思う。得意になってほしい。
    


    
      民間企業経験を言っている候補者がいるが、それを言うこと自体どうなのだろうか。
    


    
      

    


    
      強いリーダーシップとクリーン、明解な政治を望む。
    


    
      記事作成日：2010/01/18 コメントはこちらから...
    


    
      

    


    
      いざアメリカへ　20100118
    


    
      当社の1ページホームページサービス、「KITENN」は外国へ行くようになりそうだ。韓国が来月、3月には米国へ。
    


    
      事例も増えてきているし、販売パートナーも出来てきた。
    


    
      

    


    
      昨日、米国のパートナーから電話をもらった。彼に米国での実際のビジネスパートナーを探してもらっている。いい会社があったそうだ。
    


    
      そうならば実際に会いにいかなければ。
    


    
      

    


    
      ということでラスベガスに。
    


    
      そう、ラスベガスがパートナーの拠点なのだ。ほんとうは行きたくないが仕方なく行ってくることにする。
    


    
      

    


    
      いやあ、3年ぶりのべガス。楽しみである。（本音、前述は嘘）
    


    
      

    


    
      

    


    新市長誕生　20100125


    
      昨夜の20時台にテレビ宮崎のWEBサイトで当確が出た。
    


    
      宮崎市の市長選だ。沖縄の名護市の市長選は全国的に報じられたが、われわれには当然のことながら、最大関心事であった。
    


    
      

    


    
      二日前、橘通りを走る選挙カーを車で追い越したが、街を歩く人々の手を振る姿、集まってくる姿には、東国原知事の選挙戦の投票前の状況を彷彿とさせていた。
    


    
      若さ＋組織票と四年間の地道な活動、それに政治実績との戦いだったが、四年間の地道な活動の圧倒的な勝利であった。
    


    
      

    


    
      市議の補選もあり、若さを売りにしている候補がいた。現時点ではまだ当確がわからないが、若さだけでは訴求しないような気がする。一方で、衆院選で民主党の若手が多く当選したが、若干それに辟易気味ではないのだろうか。
    


    
      やはり中身が大事であり、それをどう伝え
    


    
      記事作成日：2010/01/25 コメントはこちらから...
    


    
      

    


    苦手なことのひとつに　20100128


    
      夜遊び！と言いたいが、それではあまりにうそになる。
    


    
      

    


    
      出納帳をつけたり、きちんと伝票をまとめる、これはできない。
    


    
      まったくの苦手である。
    


    
      そうは言っていても、いよいよ弟の申告期限が迫っている。
    


    
      もちろん、税理士先生にお願いをしているのだが、その資料準備にとまどっている。
    


    
      

    


    
      そして弟の会社、結局自分が引き継いだが、そこの決算も来月申告だ。
    


    
      個人の確定申告もある。
    


    
      こういう話題すらつらい。
    


    
      対策を講じないと、、、。
    


    
      

    


    
      最近、自社のサービスであるKITENNにはまっている。手前味噌的だが、これがなかなか面白い。決められたルール、スペースでどれだけ表現できるかが腕の見せ所なのだ。
    


    
      写真の加工技術もそうだ。
    


    
      Googleのpicasaもコラージュ機能があるが、picasaの使い方が今一つ気味が悪い。picasaを起動すると自分のパソコンの画像がずるずると出てくる。とても人前では起動できない。
    


    
      

    


    
      と考えていたら、John's Image Converterというフリーソフトがあり、これはなかなかのもの。
    


    
      コラージュサンプル
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    空港からの帰り　20100131


    
      羽田から宮崎空港に帰ってきたのは、予定より10分遅れた19:30。
    


    
      飛行機は737-800という3列3列の小さな飛行機。
    


    
      久しぶりの満席の便。キャンプインのせいだろうか？
    


    
      

    


    
      空港について、遅れたこともあり、我先に出口へ。（なぜ？どうせ荷物すぐに出て来ないのに、というお客さんも多い）
    


    
      

    


    
      外に出ると迎えに来た車と、レンタカーの送迎車。そして民間駐車場の送迎車。
    


    
      昔からアーバンキットという駐車場を使っている。何箇所か使ってみたが、ここは「態度」がよい。きちんとした接客をしてくれる。
    


    
      以前、あるところに行ったら、今日は700円と言われた。えっ？500円で書いてない？実はそこは値段が変動だったのだ。(今は一定額だが、空港に近いほど高いのは事実）
    


    
      別のところはとても客商売ではない。上から目線に見えた。今から思えば、不慣れということだったのだろうが。
    


    
      

    


    
      アーバンキットは本格的に空港駐車場ビジネスを早くから始めているところだ。社長以下研究熱心で、インターネットもいち早く取り組んでいる。（当社のお客さんにもなっていただいた）
    


    
      

    


    
      自分の大事な車を預ける相手だ。料金の安さももちろん重要だが、信頼できる相手かどうかがもっと重要。お勧めできるところだ。
    


    
      

    


    
      

    


    ブログにおける師弟関係　20100131


    
      1月が終わりである。
    


    
      明けましておめでとうと言っていたのが、先週のように思えるが、、、、。
    


    
      

    


    
      宮崎を代表するセレモニー企業FのF社長のブログが評判である。あまり文章がなく、ご本人が登場する写真が好評。突然ネットの世界に引き込まれる登場者たちも悲鳴が時折聞こえるが、それがまた楽しかったりする。かくいう自分も何度か登場して（させられて）いる。
    


    
      お食事中は見ない方がよいかも。
    


    
      

    


    
      さて、あるスーパーマーケットのT副社長から、以前ブログのネタについて相談を受けた。参考にということでF社長のブログを紹介した。翌日（その夜）からT副社長のブログが変身した。T副社長もF社長のブログを賞賛している。そしてF社長を師匠と呼んでいるらしい。
    


    
      

    


    
      現在、T副社長と一緒にF師匠を表敬訪問する計画を推進中である。
    


    
      

    


    
      と言っていたら、昨夜、同級生のK子さんから電話が。どうしたの？と聞いたら、会社で会食中（飲んだくれている）とのこと。彼女の会社は実はF社。F社長いわく彼女はここのキーパースン（お局様）らしい。
    


    
      F社長からT副社長のことを聞き、電話してきた。
    


    
      「あたしこのCの生ロールケーキ大好きやっちゃから！空港で（催事）やるときは必ず買いに行くし、三股にも行ったよ！」
    


    
      「ロールケーキのストラップもほしいっちゃけど、空港には売っちょらんかったが」
    


    
      と本当にファンらしい。自分のことのようにうれしかった。
    


    
      

    


    
      T副社長のブログは好評らしい。（周りの人間は、突然出演させられるのを逃げ回っているといううわさもあるが）
    


    
      実際、生ロールケーキ＋宮崎で検索すると上位表示するようになった。ブログ効果である。
    


    
      

    

  


  恵方巻　20100202


  明日の節分は恵方巻を丸かぶりする日らしい。



  昨夜ある寿司屋で話をしたら、いやあ、最近は寿司屋よりもスーパーさんの方がすごいですよ！とのこと。


  確かに、今朝の新聞の折り込みちらしも丸かぶりだらけ。


  あるスーパーのちらしには、なんと！「丸かぶり生ロールケーキ」


  確かに。巻物には違いない。



  調べたら、けっこう出ているらしい。



  wikipedia


  三股にも登場するのだろうか。


  



  



  バレンタインデーに百年の孤独　20100207


  バレンタインデーが待ち遠しいという歳でもないのだが、この時期になると気になるのが百年の孤独チョコレート。


  宮崎市内のケーキ店、GORO'Sがこの季節にだけ作っている、百年の孤独チョコレート。百年の孤独という焼酎は宮崎の黒木本店が出す麦焼酎。麦焼酎を樽で寝かせたウイスキーのようなプレミア焼酎は地元でも入手が困難。この百年の孤独を練りこんだチョコレートトリュフである。


  [image: ]



  最初の一口では、麦焼酎を感じないが、次第に百年の孤独のまろやかな麦焼酎の味わいが出てくる。若い彼氏にはどうかと思うが、お父さんには最適かも。



  



  3個入り1,000円　5個入り1,500円


  （株）ゴローズ・プロダクツ


  〒880-0844　宮崎市柳丸町156-1


  TEL : 0985-23-5622 / FAX : 0985-23-5699


  URL : http://www.goros.co.jp/


  記事作成日：2010/02/08 コメントはこちらから...


  



  不覚にも風邪を　20100208



  風邪のようだ。


  ようだ、というのは原因が飲み過ぎのようでもあるからだ。


  鼻水は出るが、これは花粉症のようにもある。


  しかし、3日前は確かにのどが腫れていた。


  



  夕方、早めに帰り、しっかりと眠った。


  ずいぶんと期限がよい。昨日と今日はアルコールを飲んでいない。


  よいことだ、と改めて思う。


  鼻とのどはまだぐずっているが、熱はないので、このまま快方に向かってくれることを願う。


  



  反省とともに、寝酒の焼酎をお湯で割っている。


  記事作成日：2010/02/08 1 件のコメントがあります


  



  師匠の出演番組　　20100208


  墨絵、墨彩画のわが師匠、向原常美先生の出演した番組を昨日見た。


  BS朝日で放送されている「しあわせロハス」という番組。SHIHOというタレントが先生を奥多摩のアトリエに訪ね、墨絵を体験するというもの。


  



  一昨日は宮崎で月一回のレッスンであった。


  向原先生は教え方が上手だと思う。我々もそうだが、SHIHOさんも自由に堂々と筆をふるっていた。


  



  再放送もある。


  2月13日15:30


  2月14日19:00


  2月20日15:30


  



  



  ブロガーの集い　20100210


  師匠ネタ続きである。


  宮崎を代表する（していない）ブロガーが３名、アルテ高洲に集合した。誰かがお亡くなりになったわけではない。



  アルテ高洲のオーナーであるF氏を訪ねて、三股町のスーパー、キャベージのT副社長が来られたのだ。ご紹介した手前、私も同席させていただいた。


  ここにF氏流のブログ家元の誕生である。



  二人は会うのは初めてなのに、顆粒状のようにさっと打ち解けてしまった。


  そして、写真撮影の技術論が熱く交わされた。


  [image: ]



  ＜シャッターが下りる直前にスティル写真用に顔の表情がキマルお二人＞
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  ＜だんだんと悪乗りする二人＞
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  ＜初対面の二人だが。＞



  [image: ]



  ＜退屈だったので、新しいカメラの機能のテスト撮り。＞



  出演



  F氏　ふじもと美誠堂


  T氏　キャベージ


  これらの登場人物の写真を掲載すると、わたしのブログもF流になった。



  恐るべしF師匠。頭が下がらない、いや上がらない。


  



  後手後手　　20100213



  いつもそうなので、あまり新鮮味がないタイトルだ。↑


  今週は体調が悪いと思って、風邪と書いたが、どうも玄米ぬかを食べ始めたせいではないかと思っている。



  解毒作用がかなりあるそうで、その副作用的なものもあるそうだ。


  ただ、大腸はかなりすっきりしたような気がする。


  親族会社の決算申告が今月であるので、夜は毎晩、出納帳の入力作業。



  まあ、通帳とかの保管が悪い。めったに記帳しないので、記帳してみると、件数が多すぎて一括記載となり、意味をもたない。これを一覧表でもらうと手続きと手数料がかかる。


  総務省の二次補正予算に関するチャレンジもいくつか進行していて、これの企画まとめもある。12日までの取材や打ち合わせで方向性はいくつか絞れてきたのでこれからだ。日程に追いかけられながらの仕事となる。



  夜の部も予定していないというか忘れていた飲み会があったりで、こりらも追いかけられての感じ。もっと余裕もっていたいが、、、、。



  だんだん後手後手ではなくどたばたというのがタイトルにふさわしいと気がついた。



  



  忙しいのはありがたいこと　　20100216


  今週は総務省関連のチャレンジに時間を多く取られることになりそう。


  とはいいつつ、いろいろな商談や機会をいただき、忙しいことに感謝して頑張りたいと思う。


  旧正月明け以降、運気上昇！といきたいものだ。


  景気も上昇！してほしい。この最中を食べて景気を良くしよう。


  15日月曜日　ロータリーでも同僚のMさん来社。ネット関係の相談ごと。お時間をいただいて提案をすることに。



  お昼はA社Yさんと打ち合わせを兼ねて食事。南方にあるヴォルガというロシア料理。ピロシキなかなかうまかった。Yさんとは総務省関連でもご一緒できそうだ。


  午後、定例役員会。営業面の戦略と体制を再度練り直す。申し訳ないが、社内の幹部にさらに動いてもらうこととした。


  ネット販売のセンスを持つ人材がもっとほしい。ハローワークへの求人情報の見直しもおこなった。


  宮崎県情報ハイウェイ２１についてのヒアリングを宮崎県情報政策課の方々等から受ける。公共のネットワーク、通信事業者向けのネットワークとしての方向性を検討いただくようお願いした。



  同じロータリーのKさん、社労士のKさんらと打ち合わせ。こちらも総務省関連。



  スケジュールがタイトであるがなんとか頑張りたい。


  友人らと会食。麦家にて。あとで合流すべき東京の役員M氏とは連絡付かず、それを言訳いに深夜まで徘徊し、この日も遅かった。



  16日火曜日　クボタオフィスマシンの展示会において当社のサービス、商品を展示、説明する機会をいただいた。準備に多少手間取ったが無事スタート。反応はかなりよかった。手ごたえ十分である。



  立ちっぱなしであったので足が疲れたが心地よい疲れである。



  夜は総務省関連の書類作成。


  



  野菜ソムリエ　　20100217



  野菜ソムリエというのは、正式にはベジタブル＆フルーツマイスターというのだそうだが、正直あまり縁のないものと思っていた。


  



  それが、B社のKさんに紹介され、一挙に身近な人となった。CANACOさんは長谷川理恵とともに野菜ソムリエ一期生。全国で活躍されている。綾のわくわくファームにお連れし、濱田代表に紹介した。
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  綾わくわくファームでは当社が契約したスペースに丈夫そうなほうれん草が。
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  さて、夜は名古屋からTV社のH専務が来県。久しぶりに会うこととなったが、Kさんを囲んだ会が開催されるため、CANACOさんもわれわれとご一緒することに。


  場所は魚筍。当社のTEGELOGというホームページサービスのお客様でもある。


  ここはマスターが釣ってきた魚をさばいてくれる店。釣りアジはうまかった。
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  さらにお願いしたのが、カメノテ。
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  ここからはお決まりのゴールドコース。



  GOGOGO→V→臣


  CANACOさん疲れただろうなあ。


  



  視察　九州経済同友会in都城　　20100219



  昨日は九同友の合同懇談会が都城であった。


  九州全域から各県の経済同友会の幹事などが多く集まってこられた。これまでは福岡で行なわれていたが、今回より各地で開催ということになり、第一回目は宮崎となった。



  都城駅で待ち合わせバスに分乗して、農業視察となった。新福青果とはざま牧場を訪問。この日はとても寒く、霧島おろしが身にしみた。それに耐えながら見るだけの価値はあった。



  新福青果の中島工場長に説明いただく。
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  新福青果は農業をビジネスとしてとらえ、あらゆる工夫をおこなっている。無理無駄を省き、それを価値に変えていく。切りそろえたゴボウや捨ててしまっていた小さいサツマイモなどを活用した「商品」を作っている。


  これが「おやついも」これまでは捨てていた小さい芋をパッケージ化。
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  農場にもカメラ、センサーを備え、それを無線LANでデータ収集している。勘や経験にのみ裏付けられていた農業技術をデータの収集と解析でだれでもできる農業にしようとされている。


  はざま牧場は間社長がマイクをふるってご説明。
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  はざま牧場は二頭の養豚から八万頭以上の巨大牧場に一代で成長されたところ。畜舎はほとんどにおいもなく、きれいな豚たちが元気に育っている。し尿処理なども徹底し、出てくる残渣を肥料に変えたり、それでできた飼料をえさにしたりと循環型の牧場となっている。


  飼料を蓄える巨大なサイロには驚かされた。
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  視察を終えて、中山荘というホテルで意見交換会。JR九州の会長、九州通信ネットワークの社長をはじめ、九州内の経済人たちが活発に質疑や意見交換をおこなった。



  懇親会でも和やかな雰囲気と同時に積極的な交流が行なわれた。


  経済哲学！　20100220



  一昨日。


  都城市で行事があり、懇親会が現地であることもあり、JRで行くこととした。


  宮崎駅に到着すると、外の喫煙所にS組S専務が。


  宮崎名物のしいたけ弁当を下げていらっしゃる。


  切符を買い、構内の弁当屋でしいたけ弁当を購入した。



  しいたけ弁当は720円と920円の二種類あるが、720円の方は私の直前に売り切れ。920円の方にして、お茶を頼んだ。ペットボトルのホットは130円。合計1,050円を支払う。


  電車の中、S専務と並んで、弁当を食す。



  S専務は構内でなく、駅の外にある宮崎駅弁当の直営店舗で購入。720円を頼んだら、たまたま切れていて、作るのに時間がかかるとのことで、920円を購入。そのかわり、お茶はサービスということだった。同じものを食べて飲んですでに130円の差額が。


  切符はどうかというと、往復切符というものが窓口で売っているらしい。わたしは券売機で買ったので1,510円。S専務は往復で2,550円。往復で換算すると520円もの差が。



  わずか数時間でS専務と私は650円もの出費の違い。


  S組は超優良企業で年商分の現金を持つとうわさされるような会社。このような経済感覚というより哲学の積み重ねと感心した。


  綾三昧　20100222



  平成22年2月22日。2月2日に続き2が5つ並ぶ。おめでたいような気がする。


  さて、先々週から綾町に行く機会が増えているのだが、17日は野菜ソムリエのCANACOさんと、18日は朝一番で役場へ。21日は綾城のイベントに。



  そして今日も夕方綾わくわくファームへ伺う。


  もちろん、目的があってだが、なんとか今週、このプロジェクトを成就させたいと思っている。


  それにしても資料作成などで頭がフル回転。久しぶりに使うと油切れというか脳みそがギコギコいっているのがわかる。眠気もすぐに襲ってくる。



  おなかのぜい肉と一緒で脳みそも鈍くなるのだろう。


  綾のイベントで購入した有機野菜を食した。ニンジン、レタス、ごぼうはサラダにしてみた。CANACOさんの影響もあるのか。



  それにしても、、、



  ニシタチがなつかしい！


  眠い　20100224



  昨日、おとといと夜なべ仕事であった。さすがに今日は眠い。


  まあ、こういう忙しさもありがたい話である。



  ところで、今日も夜なべ仕事が必要。



  いったん眠ってからにするかなあ。


  急きょ　みやこんじょへ　2010026


  昼前の飛行機で東京へ。


  航空会社からいただいたポイントがあり、3月で期限が来るので、プレミアムシートにアップグレード。残念ながら出される予定の昼食のお弁当は用意できないということで全日空の売店ANAFESTAの商品券を2,000円いただいた。



  宮崎空港のANAFESTAにはお弁当はないので、ゲート内の売店で味わい弁当を買う。地鶏、牛と宮崎の名物が少しずつ入っていてうまい。


  プレミアムシートの特典でもある、飲み物サービス。



  打ち合わせがあるので、とためらいつつも、無料のビールを味わう。


  エビスはよく冷えていてうまかった。ワインも、と一瞬考えたが、やめた。


  さて、パートナー会社のTさんも西米良村の関係で東京に行くらしいと朝、聞いていたので空港で合流。そこで夜、みやこんじょに行ってみようということに。



  Cさん、Bさんに声をかけおっさん4人。（うち一人だけイケメン）



  みやこんじょのマスターは都城へご出張中。


  ノリのいい店員ばかりで店内はいつもどおり大盛り上がり。


  さて、今日の相席、隣は誰が来るだろうかと期待。



  しまった、マスターにおっさん4人というのを忘れていた、、、。


  と、なんと若い子が二人となりに。


  残念ながら男性。



  なかなかのよか男たち。


  国防関係で一人が都城、一人が佐賀県。佐賀の彼はおばあさんは都城。


  そしてその隣に美女が二人。


  宮崎出身ではないらしいのだが、前に来て誕生祝いしてもらったらしい。


  みやこんじょは相席、2時間の時間制限という決まりがあり、ついに2時間経過。


  隣の男性2人、女性2人も一緒にどこかで飲もうということになり、「しょちくれ」へ。


  話した内容は覚えていないが、、、。



  楽しかった。


  「国防のお二人に美女のお二人、強引に仲間に引き込み、失礼があったかもしれませんが、ご容赦を。またみやこんじょで会いましょう！」



  by　鶴瓶に似たしょちくれより。


  



  福岡　20100228


  今日で2月も終わりである。


  27日、28日が週末ということもあって、特に今月は短く感じた。


  



  早朝、東京の家を出て、羽田に向かう。舎人ライナーの始発は熊野前に5:40に来る。いつも満員である。さすがに日曜日はぎゅうぎゅう詰めではなかったが、それでも人は多い。ほんとうにみんなどこに向かっているのだろう。他人の頭をクリックしてプロパティを見たいような感覚がよぎる。


  



  日暮里で京浜東北線に乗り換え、浜松町へ。浜松町からのモノレールはさすがに今日は空いていた。ひと眠りしたら羽田空港第二ターミナル。


  



  カウンターで例によってプレミアムシートにアップグレード。ぎりぎり空いていたので、朝飯は機内ということにしたが、待っている間腹が減ってきて、誘惑にかられる。羽田空港のゲート内のおにぎりがけっこうおいしいのだ。その近くを通った時に、、、、。


  搭乗後、機内で出たのは魚介と野菜のスープ、野菜のサラダ、バケット、フルーツであったが、10cm角の小箱に入っていて、若干物足りなかった。


  



  第一ターミナルで待ち合わせてK社のK社長らと打ち合わせ。韓国プロジェクトの進捗関係。基本的には3月の15日から17日にソウルへ行くことにした。


  飛行機も手配したが、宮崎からは週3便のため、福岡→インチョン、インチョン→宮崎というオープンジョーでの手配となった。それでも往復で33,000円。宮崎福岡が片道15,000円くらいとすると、ずいぶんと安い。


  ホテルはまだ取っていないが、パレスホテルにするつもり。ここは建物に隣接してスポーツマッサージがあり、利用する身としては便利だ。空港とのバスも止まってくれるし。


  



  K社長らとの打ち合わせは3時間にも及んだ。実りある会議であった。


  



  13時から福岡にいる叔母と会った。叔母の近況、こちらの近況をそれぞれ話した。


  水居の家に関係する貴重な親戚の一人、というか唯一の人。


  1時間ほど話した。自分にとっては母親のようなものだ。大事にしてあげないと。


  



  空港内のラウンジで仕事をする。日曜日にしてはラウンジが混んでいた。


  集中したのではかどった。


  宮崎行きの飛行機もぐっすりと眠った。


  



  宮崎空港内には野球かサッカーの選手と思われる人たちが出発便を待っていた。


  いつもより混雑している。


  さすがに2区間乗ると疲れがたまるような気がする。


  早寝しようかと思ったが、結局この時間に。


  



  ところで、個人会社の関係で、事務処理的な面で大きなミスをしていたのに気がついた。


  これは少々どころかけっこうショック。


  口コミの功罪　20100301


  インターネット、最近で言えばブログやSNS、Twitterは口コミという新しい情報の流れを作っている。それ以前からも掲示板というシステムにより口コミは作られてきた。



  ある料理屋さん。味もスタッフもお気に入りなのだが、あるサイトの口コミ（レビューというもの）で、どうという普通の店、わざわざ二度とは来ないと書かれていた。



  個人だから味の好みとか差異があるのは間違いない。しかも、その人の経験値とかは全く不明。グルメ評論家については以前から是非もあったが、誰でも評論家という状態では、事実上なんの制約もない。むしろ野放しといった方がよい場合もあるかもしれない。



  この料理屋さん、わたしはとても気に入っている。ただ一度来てそのようなすべてを語るようなコメントをしてよいものだろうか。読む方が判断する力をもたないといけないのかもしれない。



  一所懸命お店をがんばってきたそこのご主人は、正直、それを見て滅入ったという。もちろん、そういう意見が出ないように頑張りたいとは言っていた。なんとなく割り切れない話だ。



  



  トモエおばさん　20100304



  トモエおばさんは、昔、我が家が延岡に居た時に数少ない延岡の親戚として、母をサポートしてくれた人。わたしの祖母の妹にあたる。



  延岡の平原町にいて、よく遊びに来てくれていた。



  母は、父と結婚して、最初の勤務地、延岡に出向いたが、その地には知り合いもなにもいなかった。唯一、トモエおばさんがいた。



  母にとっては叔母さんであるが、姉のように慕っていた。



  トモエおばさんは、きれいな人で、どちらかというと派手目な人であった。



  わたしが小学1年生の頃、我が家に遊びに来たトモエさんは、超ミニのワンピースでかっこよかった。派手目な化粧、洋服も色遣いは派手だった。



  祖母の姉妹は頬が少し落ち目のブルドック系なのだが、トモエおばさんは細めで顎が鋭い美人だった。あこがれの対象だったのかもしれない。そういえば、小学生の時に、スカートめくりが流行っていたが、わたしはトモエおばさんのスカートをめくったことがある。（おばさんよりも母親に相当おこられたが）



  トモエおばさんには洋子さんと健二さんという二人の子供がいて、健二さん、健ちゃんは兄のような存在だった。ご主人が亡くなったあとも元気で、親戚の集まりでも明るくいろいろな話題を振りまいていた。



  おばさんは宮崎の実家の隣に住んでおり、祖母や母と行き来していた。



  住んでいた貸家を壊すことになり、そのまま実家のマンションの一階に入ってもらった。



  一軒家よりマンションがいいと言ってくれていた。足腰が悪くなって歩行が難しくなってきたので、部屋の中に手すりをつけたらとても喜んでくれた。



  自転車に乗ると歩行の問題がないので自転車であちこち行かれた。



  祖母が亡くなり、母も亡くなった後は、わたしにとっても祖母や母のように、マンションのことや、弟のことを連絡くれていた。特に弟の問題については、親身に心配してくれていた。



  弟は昨年亡くなったが、20年以上アルコール依存症で入退院を繰り返していた。母が亡くなってからも同じだったが、おばさんの部屋の上に住んでいた。



  弟には余分に金を渡すと酒を買う可能性があるため、少しずつ渡していたが、結局飲みだすと足りなくなるため、トモエおばさん等から借りて飲んでいたようだ。



  トモエおばさんから心配そうに電話がかかってきていた。



  おばさんにはもう貸さないでと言っていたが、ドアのピンポンを何度もならしたり、ベランダ側（１階だったので）に回ってのぞきこんだりとストーカーのようなことをして金を借りていた。怖い思いをさせていたらしい。



  弟が亡くなった時に、トモエおばさんが「徹ちゃん、これでいっちゃが。正ちゃんはもう行き場がなかったとよ。これで正ちゃんも楽になったが。」と唯一、そのような言葉をくれた。弟を亡くした、面倒をみるのが不十分だった、と思い悩みかけていた自分にとっては、その言葉がとてもうれしかった。



  そのトモエおばさんが３月３日のひなまつりの日に亡くなった。心筋梗塞で部屋で亡くなっていた。娘である洋子さんが病院に連れて行こうと訪ねたら亡くなっていたらしい。



  ８５歳。まだまだ元気だったのに、と集まった親戚が悔やんだ。



  仕事で本日の葬儀には行けない。おととい、葬儀社の人が美粧をしてくれ、とてもきれいになった。小学生の時に見たトモエおばさんだった。



  いつか来る日だけれども、その日が突然過ぎて、せめてあと一回話をしたかった、と思う。



  あちらには、おじさんもいるし、祖母も母もいる。焼酎が好きなトモエおばさん、向こうでみんなと明るく飲んでいるだろう。



  



  いのちを大事にする　20100307


  5歳の子供を餓死させた親が逮捕されている。5歳なのに身長が85cm体重が6Kgちょっと。



  飢餓地獄というのがあるとすれば、その子は生きながらにして、生まれたあとずっとその地獄にいたことになる。むごい話だ。



  宮崎でも妻、義母、そして6か月の長男を殺した22歳の男がいる。ハンマーで何度も殴っていた。妻に対してはさらに、包丁で首を切るという残酷な仕打ち。



  この12年間で葬式をたくさんやってきた。父、祖父、祖母、母、次弟、末弟と6回も。祖父、祖母、母はいざ逝く時を見守った。次弟の時は東京で間に合わなかった。末弟はすでに死んでいた。逝く時を見守った時、あるいは次弟の死後すぐに駆けつけた時に、ろうそくの灯が消えるような感じを覚えた。ふっと消えてしまうのだ。



  消えてしまえば、その人はこの世から存在を無くしてしまう。



  なんて簡単に、あっさりと逝ってしまうものかと感じた。



  そして二度と戻ってはこない。



  子供は生まれてきて、親がある程度の期間育てなければならない。その期間に起きた事件であるから、子供には逃げ場はない。成長すればなんらかの形で社会の一員として活動していたはずだ。地球にとっての損失である。



  大事ないのちを消さない世の中にしないといけない。どうすればよいのか。簡単には答えられないが、常に考えるべきことだ。



  



  生姜　20100308


  昨日は経済同友会地域振興委員会で佐土原町で農業をされている福田誠さんの話を聞いた。



  昭和40年代からハウス農業に取り組まれ、現在は生姜とマンゴーに取り組まれている。



  生姜はここ数年あらためて脚光を浴びているらしい。自分も好きだが、毎日食べるというわけではないが、検索してみると、世の中生姜のブームらしい。



  永谷園は生姜部というサイトを作って盛り上がっている。



  生姜は農作業の点でピーマン、きゅうりに比べ省力化できるらしい。



  また、現時点では宮崎では福田さんくらいなので競争力もあるとのこと。



  宮崎は生姜をよく食べる地域でもあるらしい。九州地方は日本でもしょうががよく取れ、よく食べる地域らしい。



  生姜のスライスを入れた煮魚。生姜自体もすごくおいしい。母親が鶏肉の照焼に生姜を入れてくれていた。これもおいしかった。



  生姜をせんべいにしたものもあった。



  ところでジンジャーエールはどれくらい生姜が関わっているんだろう。



  



  若手経営者たち　20100310


  宮崎経済同友会の少壮会員交流委員会。昨年より委員長を拝命。



  本日は年次総会。総会といっても出席は20名弱。気取りもなく積極的に意見交換をしている。メンバーも様々で、日頃は社内等では出来ない話が飛び交う。



  役員会で来年度の計画を決定、総会で承認もいただいた。



  宮崎県内の若手経営者との交流をテーマとしている。



  今年度は延岡市、小林市・えびの市と実施、10月には南九州連絡協議会ということで鹿児島、熊本の同様のメンバーとの交流会をおこなった。



  交流会はもちろん、懇親会もあるが、きちんと勉強会を行なっていて、各業界の先人やスペシャリストにお話をいただいている。



  来年度は県南地区と中山間地（この表現は気に入らないが）で開催。テーマもさらに農商工連携の可能性ということで実際に取り組んでいるところを中心にしたい。



  総会の後、例会を開催、日高亜矢さんに新しいプロモーション手法を実演しながら話をしていただいた。



  これはとてもためになったとメンバーからも大好評。



  その後、懇親会となった。



  場所はひょうたん。いわしの刺身を玉ネギと甘酢であえたもの、大きなかき揚げが印象に残った、味、ボリュームともよい店だ。３つのテーブルにわかれたメンバーは途中から席も移動し活発に情報交換と親睦をおこなった。



  二次会はカビリア。ここでも話し込んであっという間に日付が変わる。



  一応解散して、事務局のN氏と二人。ちょっと仕事（KITENNのページの完成版のプリントアウトを2軒に配達）をして、Sへ。



  久しぶりのS、楽しかった。



  今日はこれで終了。



  それにしても寒い！



  



  吉本新喜劇　20100314



  18:50の宮崎空港発伊丹空港行きに乗った。



  けっこう混んでいて、アップグレードポイントが今月で期限切れのため、使いたかったが、いっぱい。機内に乗り込んでわかったのが、吉本のスターが乗っていた。



  西川のりおよしお、太平サブロー、今いくよくるよさんたち。



  みんな私服のセンスもよくかっこいい。乗客でも気付かない人も多くいた。



  吉本新喜劇が宮崎で13日14日の二日間、公演をおこなった。なんば花月でも見られないようなオールスターの出演。見たかったのだが、スケジュールが合わなかった。



  13日は福岡でおばに会うことに。朝一番で福岡へ。福岡空港にておばと会い、天神の行きつけ昼食を一緒に。夕方は宮崎で送別会のためとんぼ帰り。



  14日は野球のリーグ戦の開幕試合。オフ中に練習もせず、ぶっつけ本番。



  結果は13対0で大敗だが、守備や打撃に「いい雰囲気」もあり。次は勝とう。



  12日は午前中、都城へ。ペットサロンのWEBの話。



  午後からは定例役員会。



  夜は十日会（当社の定例飲み会）。終了後、N証券M支店長、SN社のT社長と合流。スナックVで歌いまくり、月世界で大トラになり、最後は臣で締めた。



  支店長の異動が決まり、栄転なので言っちゃいけないがさびしい限り。



  でもこの夜はほんとうに楽しかった。



  



  ソウル出張　20100315



  14日に関西空港へ移動。15日朝の飛行機でソウル入り。



  宮崎、福岡、羽田、名古屋すべて満席。関空が2席だけ空いていてかろうじてゲット。



  したがって前日に関空へ移動。宮崎空港から伊丹空港へ。伊丹からバスで1時間20分。関空に着いたが、そこからホテルにはJRで移動。



  翌朝、ホテルのシャトルで空港へ。



  欲しいものが買えなかったので最後の悪あがきで探してみるがない。



  結局そのまま出国。



  機中、満席ながら、朝が早かったためか寝込んでいる人が多い。



  隣の方は香川のゴルフ製造の人で六十代か。



  いろいろと話している間に2時間のフライトは着陸へ。



  空港にはパートナーのK氏に迎えに来てもらい、そのまま客先へ。２件の打ち合わせを経て、夕食。



  ちょっと夕食の場所の選択ミスで、あらためてセベチブという焼肉屋さんへ。ここは大満足。そのあとイテウォンのカラオケに行って歌いまくる。



  昼間の打ち合わせ、相当な成果を得たので、今回の出張は大満足。



  ということでよく眠れるかな。



  



  ソウルはすごい　20100318



  ウオン安を乗り越えたような感がある。



  景気が悪いとは見えない。



  カンナム（江南）地区は異常な状況。



  食事も高級な場所がどんどん増えている。



  韓国のiPhoneの所有者の80%がカンナムに住んでいると言われるほど。



  昼前にインチョン空港到着後、迎えの車で市内へ。



  韓国ベンチャー産業協会（KOVA: KOrean Venture business Association）に入り、副会長と面談、その後当社サービス「KITENN」の韓国向けについての販売契約について基本合意書を締結。



  その後、大手新聞社に行き、役員と面談、こちらも同じサービスの展開についての契約に向けての準備を始めることに合意。5月サービスインをめざす。



  KOVAはソウル北部の工業団地内の大きなビルのフロアを買い取りインキュベーションを行なっている。ベンチャーアカデミーを開催し、毎日マーケティングなどの講習があるらしい。



  大手新聞社もわれわれベンチャーと気軽に組める雰囲気があるのに驚く。良いものは良い、進めるだけだ、という役員の言葉にさらに驚いた。



  夜、会食だったが、宿泊のルネッサンスホテルの裏手にあるレストラン。結果的にはすぐに出てしまった。以前はとてもおいしい店だったが、リニューアルして経営者もかわったようで、味もひどくなった。なにせ、お店自体は高級にリフォームされ、雰囲気はいいのだが、値段も高く驚いた。



  同じカンナムでもエルルイホテルの近くにあるセベッチブという焼肉屋へ。ここの社長は宮崎に来られた時に会食したこともあり、古なじみ。焼肉を食べたがとてもおいしかった。



  その後イテウォンのカラオケに行き、おしとやかに歌を。



  長い夜となった。



  



  手帳を交換　20100325


  昨年使っていた、高橋書店の手帳は使い勝手がよかった。デザインもよかったので、今年も同じものにした。いや、そのつもりだった。



  しかし、実際は希望していたものと違うタイプを買ってしまった。



  どう違うかというと、日々のスケジュールがバーチカル（垂直）タイプが欲しかったのに水平タイプを間違って買った。当初はこれでもいいかと思っていたが、なかなか使いづらい。複数の用件を記入するのが難しい。



  そこで、新しく買おうとしたが、1,500円近くするので、少々ためらった。今使っているのも無駄になる気持ちも強い。



  ある日、オークションを見ていたら、希望のレイアウトの手帳が、よそのメーカーだが400円であった。迷わず落札。今週から切り替えに入っている。



  なかなか快適。



  手帳はどれも同じのようだが、実際はそうではない。慎重に選ぼう！と自戒。



  



  月末の週末。　20100328


  3月も終わる。



  年度末でもあるので、締め切りという言葉に追われたような気がする。



  26日は農商工連携、ものつくり両方のファンドに応募。時間がなくてたいへんだった。あとは審査待ち。



  25日は綾町で打ち合わせ。深夜（翌朝）まで申請書作り。26日は綾町で最終の調整後、佐土原の宮崎県産業支援財団へ。



  応募が終わり、とりあえずほっとした。



  27日は宮崎空港に。キャベージさんのロールケーキを買いに行った。友人用と、宮崎放送向けに購入。夕方はその地元宮崎放送のラジオ番組に出演。ビルの入り口にてKアナウンス部長がわざわざ出迎えてくれた。



  事前打ち合わせはほとんど雑談に終わった。そして出番。いやあ、緊張、緊張。



  なんだか仕事のことばかり話したような気がする。



  ラジオが終わり、送別会に。この一次会でワインを飲んだのがまずかった。飲みきりのため余ったワインを持ち歩くことに。二次会はクラブ。その後、ダイニングバー麦家へ。混んでいた。人気店だ。



  そしてスナックVへ。ツイッターで友人と連絡をとっていたが、なかなかタイミングが合わず、というより携帯でのツイッターはいまいち操作が、、、。ここでさきほどのワインを一人であけてしまった。



  最後、中華料理の永興園へ。ととやのマスター一家とばったり。



  気がつくと翌朝。少し寝坊。あわてて宮崎空港へ。



  ポイントでアップグレード。結局ポイント使いきれなかった。



  ラウンジでK酒造のW社長とばったり。酒とニンニクが臭かったと思う。申し訳ない。



  機中はぐっすり。羽田も相当混んでいた。新人がいっぱい移動しているのだろう。



  羽田に着き、連絡。打ち合わせ11:00を12:00に変更との要望。それで浜松町の本屋で久しぶりに本探索。5冊購入。



  夜は新世界へ。あまり食は進まず。



  来週は月末の処理がまだ続く。



  



  みやこんじょ　20100329


  青年会議所のある部会の全国会合に出席。IT活用の話をさせていただいた。



  とても勉強になった。



  なかでもtwitterを使った仕組みはなにか考えてみたい。



  懇親会にも出させていただき、情報交換ができた。



  そのメンバーの一人、Uさんとどこかにということで新宿みやこんじょへ。



  タクシーの中で、荷物を部会の会場のホテルのクロークに預けていたのに気づく。



  とりあえず、みやこんじょ。月曜なのに混んでいる。なんとか男二人座らせてもらった。



  都城出身消防庁の若い男性が二人。可愛らしい女の子を二人ともなった若いイケメン男性二人が着席。あとからは大手酒メーカーSの男性3人組。先輩面していろいろと話をしてしまった。うざかっただろうな。



  このみやこんじょの店の雰囲気、パワーすごいね。



  マスターは相変わらず元気にあちらこちらのテーブルで飲んでいる。



  持ち帰り病が出て、ちきん南蛮とレタス巻きをお願いし、帰路へ。



  途中、メキシコマンゴーが売っていたので買い求める。なんと2個で500円。



  宮崎のマンゴーも並んでいたが1個5,000円と10,000円。



  この差はなんだろう？ということで今日でも食してみるつもり。



  それにしても、良い日だった。



  荷物も無事、ホテルで保護。



  



  31日が終わる　20100331


  いやあ、忙しかった。ある意味公私ともに。



  昨年死んだ弟からの相続税、なんとか本日払えた。



  いろんな方に厄介をかけた、感謝感謝。



  昨日は朝、羽田へ。



  宮崎に馴れてしまった体はラッシュアワーが苦手になっている。



  モノレールを乗り継ぎ羽田に着くまで立ちっぱなしはけっこうつらい。これも宮崎の車馴れかな。



  チェックインカウンタは混んでいた。余裕があったつもりがすぐ搭乗。



  機内ではぐっすり眠った。昨夜のお酒のせいは間違いない。



  午後はお客さんと打ち合わせがあった。経済同友会で親しくなったSN社のT社長。結局SN社おNさんも一緒に会食となった。



  よし信で鮨を食す。久しぶりでうまかった。



  後はここでは書けない。



  詳しくはF流ブログで。



  そして本日。例によって二日酔い気味。



  銀行と税務署、市役所と回る。



  肝心の会社の売上の締めの状況はよさそうなので一安心。



  さあ、明日からは世の中新年度。当社は最終4半期。これからが正念場だ。



  機中にて思う　20100404


  全日空の機内サービスが4月1日から大幅に変わった。


  昨年度も普通席での新聞提供がなくなるなど、プレミアムシートとの差別化と同時にコスト対策だと見ていた。


  この4月からは、普通席での無料サービスはジュースと緑茶、水のみとなった。


  個人的にうーんと違和感があるのはここからだ。



  ANA MyChoiceというタイトルで有料サービスが始まった。


  コーヒー、アルコール、軽食などけっこう多いメニューが有料で提供される。


  座席の前のポケットには目立つようにメニュー表が置かれている。


  STARBUCKSのコーヒー、千匹屋のジュース、ビール、チューハイ、ワイン、それからプレミアムシートで出している食事などが300円から1800円の幅で提供されている。



  ブランド化することで有料化の抵抗感をなくすということだろうか。


  この有料化でそこにコスト削減だけでなく収益アップの意図があると感じるのは自分だけだろうか。もちろん、収益事業であるから、当たり前だが、ブランド物だから買って飲んでというのもなんだか抵抗ある。


  コスト削減分飛行機料金が安くなるならいいが、この3月4月は移動の時期でもありハイシーズンでほとんど航空運賃は割引がない。Valueという感じがしないのは焦点ずれだろうか。



  米国の国内線は水かジュースがプリンのカップに入ったようなのが配られる。ピーナツが少し付く場合もある。しかし、移動がメインの機内ではそれで十分という感覚だ。



  国内の長くて2時間程度のフライトで、手厚いサービスオプションが必要なのかと思うのだが、、、、。



  機内では集中して仕事ができる。そこにあのコーヒーはありがたかった。これがSTARBUCKSになることに抵抗ある人もいるのだということを全日空に知ってほしい。わたしはあのコーヒーは苦手だ。普通のコーヒーが飲みたい。



  旅行の人にとってはあまり重要な問題ではないかもしれないが、陸の孤島といわれる宮崎にいて、月に4往復程度する身としては、機内の時間はとても貴重である。せめて普通のコーヒーだけメニューに戻してほしい。



  ちなみに、コーヒーのティーバックがあるが、あれを持ちこんでお湯をもらうことは可能なのだろうか。有料となると持ち込み問題が出てくる。国際線は液体を持ちこめない。国内線もそのような状況にいずれなるのでは。とすると、機内の高い価格のものしかあてにできなくなるとするとちょっと面倒くさいかな。



  わずか2時間以内のフライトでこういうことを考えるわたしがおかしいのかも。



  あと、CAに小銭をやりとりしてほしくないなあというのもある。われわれから見てもあこがれの職業、小銭はどうなんだろう。



  



  西日本縦断　20100406


  朝、宮崎空港へ。


  最近、空港はほんとうに混んでいる。


  売店で飲み物を買う人が多い。機内持ち込みが増えているのか。


  伊丹には1時間で着いた。



  13:00の打ち合わせに、9:00過ぎに到着。間のフライトがないのでこうなった。


  空港内でPCをネットに接続、仕事をする。


  ひと段落したところで、リムジンバスで難波へ。



  ちょっと渋滞していたが、40分ほどで難波OCATへ。


  この後移動する新幹線の切符を購入。その後歩いて打ち合わせ場所の心斎橋日航ホテルへ。


  20分ほどかかったが、暖かいこともあってけっこう汗。


  打ち合わせは上々。



  心斎橋から地下鉄で新大阪へ。


  予定より早かったので、切符を変更。


  遅い昼食の弁当を購入。社内で食べたら急激に眠気。


  結局小田原あたりまで熟睡。


  GOGOGOの大将（マスター）より電話。息子さんがメンバー（1番打者センター）の宮崎商業高校が野球の県予選で見事優勝。うれしい。夏に向けてがんばってほしい。



  ちなみに大将は延岡学園から甲子園に出たことがある人。


  東京駅で大阪のベンチャーの社長と打ち合わせ。



  彼はこの後大阪に帰る。すれ違いというかなんというか。


  明日は、午後から名古屋へ。



  明後日、飛行機で宮崎に。


  西日本往復。


  



  木村拓也さん　ご冥福を　20100408


  昨日の朝、ニュース速報で彼の死を知らされた。


  残念である。


  彼は同郷、宮崎の出身。



  宮崎南高校で甲子園にも出場している。地元でも少年野球の育成などに熱心だったようだ。


  私が彼を知ったのは広島時代。といっても、もちろん直接の知り合いではない。わたしはカープファンであるため、そこで活躍している選手でしかも宮崎出身であれば、間違いなくお気に入りの選手となる。



  スイッチヒッターで足が速く、肩もよかった。巨人に移ってからは、控えに回ることも多かったが、要所要所で彼らしい活躍をしてくれた。



  ヤクルト戦でキャッチャーが交替して、最後のキャッチャーがデッドボールで退場。キャッチャーがいなくなるという異例のケースで経験を買われキャッチャーとして出場、見事にその大役を果たした。



  けっしていわゆる「偉大な選手」ではないが、後輩たちからはとても慕われていたらしい。身近な目標であり、野球が好きで、試合に出られればなんでもこなすという貪欲さはすばらしいお手本だったはずだ。



  巨人の選手だけでなく、阪神にいる金本や新井という広島時代の友人たちは喪章をつけて昨日の試合に臨んだようだ。


  彼は、いぶし銀の選手であったが、誰でも知っている選手ではなかった。でも、きっと「偉大なコーチ」、監督となったと思う。



  今朝の新聞で広島市内の自宅に帰ったとあった。



  広島時代に広島市内に自宅があったのだろう。東京は単身赴任だったのだろうか。


  第二の故郷でもあると思われる広島で最期を迎えたのもなにかの縁なのかもしれない。


  ただただご冥福をお祈りする。



  



  野球の練習試合　20100411


  雨でだめかと思ったが、運よく曇りの中、試合はできた。


  相手はフェニックスというチーム。平均年齢は当方より若い。


  先攻で始まり、早速1点を先取。なかなか幸先よい。



  3対2で勝っていたが、あとは全員息切れか、相手の強打もあり、逆転負け。


  自分は2打数ノーヒット。2打席目のバント失敗（ピッチャーフライ）が悔やまれる。


  さて、GOGOGOというよくいくお店のマスターの息子さんが九州大会に出る。がんばってほしい。その勢いで夏の甲子園予選へ。



  期待している。20数年ぶりにやっていて、改めて野球の奥深さを感じることが多い。高校野球の試合を見ていても、自分の動作や肩や打撃、雲泥の差とはこういうことを言うのだと思う。


  



  変わりやすい天気　20100411


  8日　小雨気味。


  前日、名古屋のお客さんと打ち合わせ後会食。名鉄グランドに宿泊したので、駅が近い。朝6:00のミュースカイで名鉄名古屋から空港へ。予定より早く着いたので、ラウンジで仕事をする。お土産はなごやんに三重の虎屋のういろう。


  8:00の中部国際空港発の飛行機で宮崎へ。



  宮崎はよい天気だ。


  宮崎県庁で打ち合わせ。出社後、シーガイアへ。時間を間違えて早く来てしまった。ちょうど宮崎中央ロータリークラブの例会があったのでメーキャップ。


  その後宮崎ソーラーウェイの都農太陽光発電所の竣工パーティ。


  午前中は現地でセレモニーもあったようだが、好天にめぐまれた。この事業の未来を象徴するような天気である。国際航業ホールディングスのW取締役とは15年以上のおつきあい。今回も宮崎での展開について微力ながらお手伝いを、個人的にさせていただいている。


  宮崎県在京経営者会議のT会長も同席。T会長は国際航業の会長と旧知の仲だとか。人の縁は不思議である。


  16:00から綾の手紬工房で打ち合わせ。



  途中、建物が突風にあったような振動が数回。桜島の噴火ではということ。周りには風がふいている気配はないのでそうなのだろう。


  帰りに綾わくわくファームに立ち寄り、当社が契約した農園を見て、ほうれんそうを持って帰る。


  貸し農園というよりも、会員になると15坪の畑を貸してくれて、頼むと野菜も作ってくれる。あたかも自分で栽培しているかのような錯覚のまま、収穫体験ができるのだ。


  もちろん、畑仕事をやりたい人には自由にやらせてくれる。


  9日は曇り、ときどき小雨。



  東京からのお客さんが急きょ来れなくなり、懸案だった作業を集中して行なう。


  昼食は不二かつだったが、韓国のパートナー会社と電話で議論。どうしてもきつい調子で話をしてしまうので、おかみさんが心配げで、申し訳なかった。


  宮崎経済同友会の総務企画委員会。今年度の事業報告と来年度の事業計画案について議論。先輩である他の委員の方々の意見、とても勉強になる。われわれ若手にはすばらしい機会を与えていただいている。



  宮崎県庁打ち合わせ。雨が上がるが、たまに降ってくる。



  A社Yさんと打ち合わせ。ニシタチの深夜食堂「臣」でおこなったが、入店するなり、「ホームページいいよ、お客さんがけっこう来るようになった！」とうれしい言葉。1ページホームページサービス「KITENN」のユーザ



  当社の定例懇親会「十日会」。新人長尾君の歓迎会も兼ねての開催。ゲストにISMSのコンサルタントIさん、さきほど打ち合わせしたYさんにも参加いただいた。二次会、三次会と続くが、最後長尾君と二人だった。つきあいのよい新人である。



  翌日10日は晴れ。暑いくらい。



  3月に亡くなった、祖母の妹の四十九日。佐土原の蓮光寺。どこかで耳に下寺院名だったが、ご住職の顔を見て、びっくり。3年前のガバナー補佐であった岩切さんがご住職。


  人の縁は不思議だ。


  宮崎空港へ行き、福岡へ。2時間のミーティングを行ない、結果をもって、再度福岡空港へ。5月の韓国での展開について協議した。


  宮崎空港はわずかながら雨。明日は雨だろうと思わせるような天気。



  スーパーで総菜を買いビールで締める。いただきもののマンゴーを。うまかった。宮崎マンゴーはやはりうまい。


  11日。曇り。



  今日は野球の練習試合。はたしてやるのかどうか。グランドのコンディション次第だろう。


  とかく天気の変わりやすい週だった。


  



  風邪をひく　20100417


  12日。大阪、名古屋から来客あり。それぞれ打ち合わせ。


  大阪のお客さんと会食し、楽しい夜を過ごしたが、帰りつく頃、喉に違和感が。


  翌朝13日。



  風邪？と思わせる若干の悪寒。熱はまだない。


  大阪のお客さんと串間市へ。


  串間市でスピード取締りに遭う。これは別の機会に詳しく。


  数か所の視察を終え、日南海岸経由で宮崎へ。


  熱はないようだが、体はほてってきた。


  日南のシャンシャン茶屋で昼食をとるが、釜揚げうどんしか食指が動かなかった。


  やはり体調悪いようだ。


  夕方打ち合わせまで仮眠をとる。とにかく眠いが、熱はない。



  社内打ち合わせ後、パートナー会社と打ち合わせは外で行なったが、発熱してきたのかブルブル震える。たまらず焼酎のお湯割りを頼む。少し落ち着いた。


  そしてこの日はニシタチ会。会場はお好み焼のワイズ。ここは2,800円で飲み放題付きのコースがある。マスコミのT坊と手品のM師匠らと会話が弾む。お湯割りが進むとずいぶん気分がよくなってきた。そのまま月世界へ。思い切り盛り上がり、外へ。この日はこれで解散。



  14日は朝一番で東京へ。



  日刊工業新聞社とりそな中小企業振興財団が開催する中小企業優秀技術新製品賞の授賞式。この会も22回目で、わたしは11回から審査員として参加させていただいている。


  授賞式の間は薬のせいもあってかぐっすり眠れた。これで気分がだいぶよくなった。


  続いたパーティで受賞者らと情報交換。


  終了後、その1社と個別の打ち合わせ。その後パートナーと打ち合わせ。ともにおもしろい話になりそうだ。


  夕方、荒川区の新世界でお花見の会。3回の和室に桜の花を飾ってもらい、寒くても雨でもできる花見だ。宮崎出身者を中心に10名集まった。受賞者の1社である大阪のLD社のY社長らも参加してくれた。



  この日はさすがに帰宅後熟睡。


  15日、朝一番で宮崎へ。電車の時刻が少し変わっていてちょっとびっくりしたが、羽田についてサンドイッチを食す。ゲートでU社のI氏にばったり。



  宮崎も寒かった。お昼に打ち合わせがあったが、あとは早めに帰ってねむった。


  これで風邪もほとんど峠を越えた状況。


  16日は東京からのお客さんと役員会。この日も早めに帰った。



  そして、なんとこの2日は飲んでいない。（自己満足だが）


  胃袋も小さくなり、体重も減ったようだ。これをきっかけに、年末年始に蓄えた脂肪を取り去ろうか。


  今日は鹿児島でロータリーの地区の委員会である。



  



  スカイツリー　20100430


  車検の費用をカードで払い、あとからリボにするつもりが、今回は4営業日前というのがGWのせいでできなくなった。うーんたいへんだあ。


  昨日は久しぶりの東京で時間があったので、スカイツリーを見に行った。
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  アサヒビールの本社に映るスカイツリー
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  堂々たるもの
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  この眺めは最高！


  ノマド・ワークスタイル　20100501


  クラウドの普及、ネット環境が整ってきたことで、ノマドなワークスタイルが流行とのこと。ノマドとは遊牧民のこと。



  あらためて事務所の状況を見ると、当社の場合、社員は100%パソコンに向かっている。パソコンのモニタから目を離さず会話もしている。ちょっといい？と言って打ち合わせコーナーに誘うこと自体、少し嫌がられる雰囲気があるくらいだ。


  iPhoneはさらにこのノマド環境を整備してくれた。


  モバイルパソコンももちろんそうだ。


  昨日、東京駅で打ち合わせたが、打ち合わせ場所は、基本的に地下は電波の問題でなし。込み過ぎているとパソコン広げられないので、北側の空いていると思われるコーヒーショップへ。


  そこでもわれわれ以外にパソコンを拡げている人が5名ほど。携帯も6，7名。みんなノマドだ。


  振り返ると自分はずいぶん昔からノマドのような気がする。ノートパソコンを持ち歩き、宮崎では東京の仕事を、東京では宮崎の仕事していたような気がする。（単に仕事を持ち歩いて処理が遅いので遅れて作業していることが多いからだが）


  昔、東芝で日産の担当をしていた頃、日産が「元気が出る鶴見商事」というような時代で、Be-1や新型シルビアなどが出た時期だった。その頃、コンセプトデザインを手がけた坂井直樹氏がノマドという言葉を使われていたと記憶している。遊牧民の乗る車がパオだったと思う。


  twitterで人々の思考はどんどん表に飛び出して行って、別のつながりを作っていく。現代のノマドはネットにより千里万里が隣になる砂漠を飛び回っているのだ。


  



  羽田から宮崎へ　20100502


  朝、羽田空港へ向かった。舎人ライナーはゴールデンウイークも混んでいる。この交通システムの黒字化は早いのではないか。


  西日暮里で乗り換え、浜松町へ。改札であと1分で区間快速が出ることがわかった。次は普通、その次が快速だが、快速までは15分近く待つことになる。急いでいない、余裕もって来たにも関わらず、走り出した。


  ゴールデンウィークだけあって、人が多い。階段横いっぱいに広がっているのは平日とは違う。なんとかすみません、と言いながら階段を駆け上がる。


  心臓バクバク、足もフラフラでホームへ到着、あれ、発車のベルが鳴っていない。


  それどころか、モノレールのドアが開いていなくてたくさんの旅客の列。


  アナウンスがあり、車両不良、点検後、出発といって、結局は出発した。


  最後尾の車両は電灯がつかず、うすぐらい。エアコンもきいていない。


  流通センターを過ぎ、区間快速は、次の停車は羽田空港第一ビルというところだったが、昭和島でついに降りることに。すぐ後続の普通列車はここで待ち合わせ、その後の快速が臨時停車して、それに乗り込む。


  当然ながらぎゅうぎゅう詰め。


  第一ターミナルでかなりの人が降りた。中にはすっとんでいく人も。自分は今回余裕があったからよいが、いつもだとぎりぎりなので、どうなることやらと。


  羽田空港のカウンターに着いたのは8時半。予約済みのチケットを交換する。プレミアムカウンタでは並んでいるお客さんが係員に遅いとクレーム。自分も時々ああなるよなあ、やっぱみっともないよなあ、と思いつつ、明日はわからないなあ。


  時間もあまりないので、お土産にベルンのミルフィーユを買う。夏限定版があった。そのまま航空会社ラウンジ。冷たい水をおいしくいただき、ついでにとてもうまいブルボンのおつまみを失敬してポケットに。機内で食べるつもり。


  今日の搭乗ゲートである、66番ゲートに行くとなぜか長蛇の列。優先搭乗の案内を待つが、アナウンスでバスでの搭乗になるという。？？？　機材変更とのこと。モノレールといい、飛行機といい、イレギュラーな経験。


  機内は満席。旅行、帰省といろいろな人を載せて巡航中。


  20分ほど遅れて宮崎空港へ。


  少々疲れたフライトだった。


  



  農家のこせがれネットワーク　20100503


  先日、テレビを見ていたら、アークヒルズで野菜などを中心にした市場が時々開催されている。運営しているのは農家のこせがれネットワークという団体。


  実家が農家という人がこの市場で実家の農産物を販売するのだ。


  すばらしいアイデアだと思う。


  ReFarmというのがテーマだそうだ。Return　およびReuseするFarmという意味。就農者を増やし、休耕地を再び使うことにつながればということらしい。


  対面販売を経験することもとても重要だと思う。実際に相手が買ってくれて、リピータになってくれるという楽しさはとても魅力的。


  この活動が大きく広がることを期待している。


  



  綾の貸し農園　20100506


  綾町にある綾わくわくファームの貸し農園を契約している。


  宮崎の貸し農園としては月額10,000円が安い方ではない。


  農作業はしなくてもよい、種も苗も準備してくれる。草取りもしなくてもよい。もちろん、したければいくらでもできる。


  なんとなく自分で農業しているような気分を味わえるというところがよいと思う。


  収穫は随時できる。これも苦手だったら、やってもらうこともできる。


  まあ、この時ぐらいは手を汚すべきかも。


  現在、ほうれん草、ジャガイモ二種、スイートコーン、落花生が植えられている。さらにハバネロも植えられる予定だ。社員が適当に言って同じような気分を味わえれば１万円は安い。


  近々、WEBカメラを装着する予定。


  



  口蹄疫に対する政府の対応　20100509


  あまりにもひどいのではないか？


  対岸の火事。発生した宮崎が悪い。そんな感じなのか。


  多くの人の、不休の活動により、まだ特定の地域内で抑え込んでいる。しかし、相手は感染力の強いウイルスである。殺処分される家畜の数はどんどん増えている。


  集中的にかつ大規模に対処することが求められている。


  農林水産大臣は5月8日（昨日）まで外遊中。


  http://www.maff.go.jp/j/p_gal/min/100430_1.html


  http://www.maff.go.jp/j/press/kokusai/kokusei/100430.html


  明日10日宮崎に来県。しかし、宮崎市内での会合となる様子。


  【農林水産省の発表】


  平成22年5月10日（月曜日）


  宮崎県口蹄疫防疫対策本部（宮崎県庁：宮崎県宮崎市橘通東2丁目10番1号）


  知事及び県議会議長との意見交換


  宮崎観光ホテル（宮崎県宮崎市松山1丁目1番1号）


  農業関係団体との意見交換


  九州農政局宮崎農政事務所（宮崎県宮崎市老松2丁目3番17号）


  関係市町村長等との意見交換


  終了後、赤松農林水産大臣が、同所において記者会見を行います。


  現場の対応している人たちや畜産家の声を聞いてほしいと思う。


  地元出身の自民党議員江藤拓氏のいらだちはほんとうによくわかる。


  http://etotaku.exblog.jp/10578709/


  普天間問題にしろ、この口蹄疫にしろ、政府としての一体的な対応の姿勢が見えない。


  実は北朝鮮の拉致問題も同様らしい。


  政権交代は必要だったかもしれないが、この人たちでいいのかどうかは本当に疑問である。国をおかしくさせてから放り出されても困るのだ。


  マスコミも口蹄疫について、まったくとりあげないのに近いのはなぜだろう。


  宮崎県内において、一般車両の消毒もやむを得ないと思う。県民は身近な人たちの苦悩を知っているため、協力すると思う。


  



  もっと知ってほしい。宮崎の口蹄疫　20100510


  食肉の安全に関わる風評被害を心配して、報道規制といううわさがある。しかし、前回発生の10年前はBSEなどもありそのような心配があったのだが、今回はそれとはレベルが違う。


  遠い九州の宮崎という田舎で部分的に発生した疫病くらいの感覚なのか。相当な人と労力でなんとか範囲を大きく広げないようにがんばっているのが現状である。


  これも限界に近づいている。消毒薬も、殺処分するための薬も、埋める場所も、そういった作業をする人も足りないとの現場からの情報。


  政府はやることはやっているとしきりに喧伝するが、現場の声は真逆のものばかりだ。


  twitterで口蹄疫と検索してもらえば現場の声を見つけて訴えている多くのツイートを目にすることができる。


  このブログもそうだ。


  http://green.ap.teacup.com/mutuo/183.html


  涙が出て止まらない。


  気の毒である。可愛そうである。そして自分には直接には、なにもできない。


  ある養豚農家の息子さん、ブログで、発生してかえって父親はほっとしたという。見えないウイルスに防御を続ける労力に疲れていたからというようなニュアンスだった。


  こんな心理状態になるなんて、相当追い詰められているのだ。


  民主党は谷亮子を選挙に出すという。民主とは選挙しか眼中にないのか。今は選挙どころじゃないのだ。このままでは宮崎から南九州、そして飛び火すれば全国に広がり、畜産業は壊滅状態になる。宮崎の農業の半分以上は畜産の出荷高。全国でも相当な割合におよぶ。


  イギリスでは口蹄疫の対策遅れで600万とも700万ともいわれる牛が殺処分されている。


  ショッキングな画像が多いが、下記にその情報がある。


  http://gigazine.net/index.php?/news/comments/20100507_foot_and_mouth_disease/


  友人の建設会社はボランティアで埋却処分を手伝っているが、動物をこれだけ大量に殺し埋めるというのは本当にやりきれないという。


  手塩にかけて育てた牛や豚、いずれ食用に供されるため、屠殺されるのが運命としても、病気でもない牛も豚も含めて殺処分するむなしさ。割り切れないというかつらい。


  これだけの状況をマスコミを抑えてまでごまかそうとする政府って前代未聞ではないか。


  



  宮崎の口蹄疫に関しての噂です。嘘ではないと思いますが。　20100511


  本日、赤松大臣が来県。GW中の外遊を終えての、口蹄疫発生から2週間以上経過してのアクション。帰国後、栃木県佐野市の民主党議員の後援会に出席。口蹄疫で食べる肉がなくなればメキシコからもってくればよいと言ったとか。


  11時ころ県庁に大臣到着という情報で、マスコミに加えUSTREAMでの中継を宮崎の有志が試みるが、なんと裏口から大臣は入庁。しかも県議会の裏口ということで、想定される県庁の裏口ではなかった。


  県知事との「情報交換」では、冒頭に「やることはやっている、心外だ」と発言されたらしい。また、自民党の地元国会議員に対し、発言をさせなかった。それだけでなく、選挙のために発言するのはやめろというようなニュアンスのことを言ったらしい。地元選出の古川衆議院議員（自民）は今頃何しに来たのか、と詰め寄ったらしい。このあたりは記者もいたはずだが、一切、表には出ない。


  報道統制のうわさが数日前からある。宮崎ではさすがにいろいろな報道はされているが、全国レベルではまったく報道されていないに等しい。風評被害により食肉の流通に問題があるからということで、報道機関に指示をしているようなニュアンスは原口総務大臣の発言にあるらしい。


  今日の赤松大臣のニュースも、全額補償しましょうなどと、さすが大臣、すばらしいお土産をという感じの報道ばかり。ちゃんと試算してきている話なのか。牛、豚がいくらで査定されるのかわからないが、1頭10万円だとしてもすでに7万頭以上である。いくらになるかわかっているのだろうか。


  獣医などを現在の10人から100人にするというお土産もあった。しかし、今までが10人というのが驚きだ。10人で7万頭を殺処分するというつもりだったのか。しかも交通費などは自腹でということらしい。


  社民党党首の福島瑞穂大臣は外遊中の赤松大臣の外遊中の代理であったらしい。福島氏は宮崎県出身である。福島瑞穂氏のブログには一切口蹄疫については触れられていない。なぜ？宮崎を捨てた人なのか。宮崎だけのことと考えているのか、無知なのか。


  小沢幹事長が数日前に宮崎入りし、県知事とも会ったが、同席を希望した県議会議長（県議会の代表）が自民党議員であるということで同席を拒否。こんな感覚の人に本件で政府を動かせるとは思えない。いや、動かすとは思えない。


  報道機関の良心に期待したい。


  現地ではひどいことになっていることを理解して行動してほしい。


  



  口蹄疫その後　20100512


  宮崎県知事が昨日、現場の川南を視察。豚の殺処分、埋却処分の状況を実際に見たらしい。その後の会見はさすがにショックを受けられたようで（当たり前だが）、より対策の重要さを感じられたようだ。


  報道機関も詳細な情報をニュースで取り上げるようになった。


  その中で、宮崎選出の国会議員が党派を超えて団結して事にあたるというニュースも。すばらしいことだ。国を動かせるのは国会議員である。このような事態でその力をぜひ結集して国を動かしてほしい。


  昨日、尾崎牧場の尾崎氏と会合で一緒だった。彼は（社)宮崎県農業法人経営者協会の副会長。職務柄もあって、いろいろな情報が入ってくるようだ。その人柄も手伝って、畜産農家からよく電話がかかってくるとのこと。夜、突然の電話に、半分予測しながら、耳をあてると、「尾崎さん、ついにうちも発生した～」。家族経営の多い畜産業では、親父は家族の前で愚痴れないのかもしれない。尾崎さんに電話して、ついに泣き出す人もいるそうだ。


  尾崎氏もどうなぐさめるべきか悩むそうだが、とにかく乗り切ろうと励ますしかないとのこと。


  まだまだ発生は止まらない。多くの人が作業に従事している。頭が下がる。募金活動もすでにいくつものルートで動いている。プロゴルファーの横峰さくらさんは直前の優勝賞金1,200万円を寄付した。さらに宮崎県内のゴルフ場などで募金を求めるそうだ。


  実際に手伝えない我々には募金という支援策が最適と思う。近々、県としての募金の仕組みも出来るようだ。


  所属するロータリークラブでも募金をするようだ。


  きっと、もうすぐ封じ込めることができると思う。そうしたら今度は復興にむけてみんなで取り組んでいかないといけない。


  最近、あらためて知事が彼でよかったと思っている。彼だからこそ、政府への働きかけなどがここまで出来ていると思う。県民への声もしっかり届いていると思う。彼のキャラクターのなせる技だ。


  地震と一緒で、今後の復興策が重要になってくる。もちろん、今の封じ込めが最大の課題だが、県民いや、国を挙げて、復興に取り組むべきである。自分になにができるか、自問しつづけたい。


  



  宮崎の実情が伝わっていない　20100519


  昨日、日刊ゲンダイが次のような見出しの夕刊紙を発行した。


  「東国原浮かれ知事に天罰」


  「口蹄疫大被害と疫病神知事」


  「お笑い芸人失格人間を知事に選んだ宮崎県民に責任があるのに国の税金で救済は虫が良過ぎないか」


  結局、東京での認識とはこういうものなのだろうか。


  これを書いた記者、編集者には、宮崎の現場に来て実情を見てもらいたい。


  現場では少なくとも獣医に対し不満を持ち、県や町の初動に不満を持っているとは思えない。急拡大したのはゴールデンウイーク中である。殺処分を決めても埋却できない状況が続いたせいである。なぜ埋却できないかというと、埋却場所の確保、要員の確保である。


  県知事が5月1日に自衛隊に出動要請して、処理能力は進んだようだが、殺処分する獣医も含めとても十分といえる体制ではなかった。国への要請は行なわれたが、大臣と政務官は外遊をとりやめることなく実行。決定方式を新政権を変えたので、この状態で大臣が言うように「問題なかった」と言えるのだろうか。


  報道機関の対応も疑問だ。赤松大臣が宮崎で会見するまで、まったく報じられない。大臣が会見した翌日からは大々的に報道されはじめた。しかし、どちらかというと政府の対応の問題を隠し、正当化するもの。


  先週からは、獣医の報告が遅れたとか、県や町村の初動の遅れという報道に偏向している。


  現場の畜産農家のブログはそのつらい思い、悲惨な状況を報告してくれている。


  ムッチー牧場5月10日のブログ


  まるみ豚まるみ的日記


  kaiolohiaさんブログ


  現場からの報告　川南町職員


  養豚場からの投稿（47news）


  今、東京のマスコミは発生直後の見逃し、初動遅れということに話題を集中させている。5月19日付の宮崎日日新聞によれば、4月末　12例　殺処分対象4,369頭であったのが5月9日に50例を超え、その1週間後の16日に100例を突破。昨日の時点で126例ということを考えると、連休中とその後1週間に加速度的な拡大があったのだ。


  仮に、今マスコミが言っていることが正しいとしても、その後の対応を国レベルで一気に抑えこめばここまで拡大しなかったのではないか。


  確かに現場レベルでの初動の遅れはあったのかもしれない。というより、組織は指揮体系がしっかりしていないと遅れるのは当たり前だ。しかし現場の人たちはそのなかでできるだけのことをしっかりとやられてきたのは間違いない。東京のマスコミも政府もそれを論点にしないでほしい。しかし、今回の口蹄疫は国レベルで抑えないといけない、それだけのレベルのものである。県知事はそういうことで、4月23日に赤松農林大臣に陳情に行っているのだ。この段階で国レベルでの対応にすべきだった。前線の部隊を見殺しにしたのと同じである。そういう指揮官には誰もついていけないだろう。


  昨日、ある農家と話をした。まだ発生件数が少ない地域の農家。すでに周りは疑いが出ている。しかし、彼はこういった。


  「発生するまでは一所懸命対策する。きっと感染するだろう。でも今、これをしなければ一生後悔する。」こういった意気を国は、政治家はくみ取ってほしい。そして東京のマスコミも正しい目で見てほしい。


  



  今、自分たちにできること　20100521


  昨日の朝、宮崎経済同友会の臨時幹事会が開かれ、この口蹄疫被害に遭われた方々への支援策はなにがあるかを協議した。小生は最年少。みなさんは宮崎の経済界の重鎮であり、忙しいのは間違いないのだが、問題の重要性に20名弱の方々が集合された。


  いろいろな議論はされたが、義捐金を集めるということで決着した。できるだけ早急にということで今月末を締め切りとした。


  帰社後、東京から来客。口蹄疫の実情について話した。やはり伝わっていない。かなりのレベルで伝わっていないのだ。どころか従事している獣医の問題にしたり、行政の初動が遅かったというようなことばかり伝わっているようだ。


  確かに、10年ぶりに発生したもの。その前は92年前だそうだ。初動に遅れというより、混乱がかなりあったのは事実だろう。農家の方のブログにもそのあたりは書かれている場合がある。しかし、決して遅れているわけではない。方法論や技術論、実際に人や重機、薬剤など手配には時間がかかるのが当たり前である。その中で知事の陣頭指揮のもと、みんな一所懸命防疫に懸命に携わったのだ。それをあのような表現、自身を正当化するためにとしか思えない表現をする大臣をどうわれわれは考えればよいのだろうか。できないのなら、無理ならどいてほしいと思う。


  ようやく国としての方策が固まった。残念ながらとても大きな痛みを伴うものだ。しかし、みんなもうここで止めてくれという思いで交渉の場に入るようだ。


  当社でも、まずは社内の募金集めを行なった。しかし、まだ他にできることはないか。現場に行くことはいろいろな意味で難しい。一昨日からずっと考えていて、ひとつ結論が出た。スタイルを変えた募金である。また同時に、宮崎の実情をきちんと訴えることができる方法である。そして、いずれ考えないといけない、復興に向けての気持ちの高揚が必要である。その一助にならないかと今、このプランを具体化している。来週には実際にお見せできると思う。


  今日もある農家と話をしたが、どんどんせまってくる感染に、かなり緊張されているようだ。これは至極あたりまえの話だ。われわれにできることを探しながらも、まず彼らの気持ちをおもいやることをまず実行したい。


  



  実行！　口蹄疫被害者を支援しよう。　20100526


  口蹄疫感染が止まらない。まだ毎日発症が報告されている。ワクチン投与後殺す分を含めると、殺処分は既に30万頭に達する勢いである。


  ゴールデンウイーク前は、殺処分対象はそれでも数千頭であった。ゴールデンウイーク明けには数万頭に桁が跳ね上がっている。明けてから1週間でもう一桁跳ね上がっているのだ。


  いかにこのウイルスの感染力が強いかである。相当な対処をしないと抑え込むことはできない。10年ぶりの感染に、農家はもちろん、自治体や県もあわてて当たり前である。


  初動が遅いとは思わない。しかし、実際にヒトモノカネは揃わなかったのは事実である。


  その原因というか問題追及は今後しっかりとやらねばならない。今後このような悲劇を起こさないためにも。
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  口蹄疫被害者と言う言葉も適しているかわからないが、宮崎のIT会社5社で募金活動を開始した。デザインが出来る会社、ネット販売が出来る会社、広報などが得意な会社が5月21日に集まった。バッジを3種製作し販売するもの。その収益金を募金に回す。募金額を増やすため、デザイン料はゼロ、ショッピングシステムはゼロ、発送業務などもゼロとコストゼロを徹底した。
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  アラタナがみやざき便.comと一緒にショッピングシステムを提供し、カード決済とNTTdocomoの公式サイト決済での回収を実現した。どうしても手数料は60円ほどかかる。


  ホップステップアヤウェブとバッファローグラフィックスがデザインを超特急でおこなった。当社は全体のコーディネイト、バッジの発注、報道関係を担当。
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  既にサンプルは届き（バッジ製作のZEAMI社には感謝）、具体的に動いている。


  5社はHOPE(Humane Offering Party with Enthusiasm)の略とこじつけた。HOPEという言葉が、語感がよかった。


  5月31日発売。サイトはこちらである。


  このバッジを多くの人がつけてくれることで、農家の方々を勇気づけることにならないか。全国の人がネット販売で気軽にバッジを購入し、シャツやジャケットや帽子やかばんにつけてもらい、この甚大な口蹄疫被害を忘れることなく、常に意識してくれ、農家の方々や殺された家畜たちのことを考えてくれる、応援してくれることを切に願っている。


  有名な方にもつけてもらいたい。既に松下参議院議員はこの話を聞きつけ、国会答弁の時につけて登壇したいという話だったので、メーカーの特別に出してもらった。


  そこから江藤拓代議士など数名が委員会で答弁する人に渡ったようだ。後ろの席にいた加藤紘一議員のスーツにもあった。うれしい。与野党関係なく、多くの議員の方にもこのバッジをつけていただきたい。それが農家の方々への、応援、支えになると期待している。


  どうぞよろしくお願いいたします。


  



  現場の声のリンク　20100527


  以前、掲載したが、友人が新たにリンクを作成してくれたので紹介する。


  katsushi yanagawaさんつぶやき（ツイッター）


  http://twitter.com/kandy7175


  taro_zzzさんつぶやき（ツイッター）


  http://twitter.com/taro_zzz


  musicapopo さんのつぶやき(ツイッター)


  http://twitter.com/musicapopo


  ayatonko さんのつぶやき(ツイッター)


  http://twitter.com/ayatonko


  「現場からの声 Ａさんの手記」（宮崎県農業法人経営者協会サイト）


  http://www.power-miyazaki.net/hojin/blog/index.html


  川南町のムッチー牧場ブログ


  http://green.ap.teacup.com/mutuo/


  kaiolohiaさんブログ


  http://blogs.yahoo.co.jp/fnfpp360/


  現場からの報告　川南町職員


  http://business.nikkeibp.co.jp/article/topics/20100517/214459/


  養豚場からの投稿（47news）


  http://www.47news.jp/47topics/e/159683.php


  記事作成日：2010/05/27 コメントはこちらから...


  



  宮崎口蹄疫被害者支援グループ「ＨＯＰＥ」　20100529


  宮崎の口蹄疫は激甚被害の指定を受けるべきレベルである。しかし、全国レベルでの報道では終息しているかのような印象を受ける場合もある。
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  消毒作業は続いているし、ワクチン接種という牛豚の肉体を借りてのウイルス感染防止という状態だ。しかもこの牛豚は殺処分される運命だ。農家の方々はその間世話をずっとし続けるのだ。


  直接話をしたわけではないが、彼らのブログを読んだり、親戚が当事者である友人たちから話を聞くと、涙が出てくる。


  殺される運命にある牛豚を育てることの無意味さを感じていても彼らは口にしない。えさ代も消毒薬もいずれ請求書が来るのに、えさを与え続け消毒も繰り返している。


  近隣の農家の殺処分や埋却処分も手伝っている人もいる。不必要な外出はしない。ただ家と畜舎だけにいて生活している。買い物にもいけない。


  廃業を考えている人もいる。県外の大学に行っている子供がやめて帰ろうかと相談している。一種の孤立感を抱いている人が多いのだ。


  われわれはＩＴの業界にいて、直接畜産業界とは接点がない。ＩＳＰとしてご契約をいただいている畜産農家の方がいらっしゃる程度だ。今回の口蹄疫被害は地震災害と違うのは一般人がお手伝いする場面が少ない。牛豚を殺処分し、それを埋却するには専門の知識もないとできない。


  先日、経済同友会の幹事会が急きょ招集され議論をおこなったが、最終的には義捐金を集めることになった。お金が、農家の生活を支えるお金が最もよいという判断であった。


  5月21日に宮崎市内のＩＴ関連の会社が5社集まり、「がんばろう宮崎！バッジ」を製作しネット販売しその収益を募金することにした。デザイン会社2社、ネット販売関連の会社2社、そして当社の5社である。ところがホームページにしろ、報道文にしろ、団体名が必要になるので、バッジのデザインにあったHOPEという言葉をグループ名とした。


  後付けで Humane Offering Party with Enthusiasm （情熱を持った人間的な支援団体）とこじつけた。5社に限定せず、仲間を増やしていくつもりだ。


  デザイン会社は短期に多くの案を作成してくれた。ネット販売はシステム改造を突貫工事でやってくれた。既にカード決済などのシステムが稼働しているみやざき便.comの中に設定した。当社はバッジの製作会社との窓口、広報面の窓口および全体のコーディネイトを担当。


  バッジにしたのは短期間に製作できるということと、これを多くの人に着けてもらい、農家の方々を応援している意志表示をしてもらいたいと思ったのだ。全国の多くの人にバッジをつけてもらうことで、一時は国に見捨てられたような思いをした農家の方々にそうじゃない、みんな思っているという思いが伝えられないかと。


  デザインも誰もが進んでつけたくなるようなデザインを選んだつもりだ。バッジであればスーツ、Tシャツ、帽子、かばんといろいろなところに着けられる。


  募金は意外と物理的なハードルがあったりする。ネットでカード決済できるので手軽だ。決済方法も低額決済はカード決済が最も少額で済む。


  今回、1,260円（税込）。バッジが157円、決済手数料が67円、送料が80円、梱包に10円、消費税が60円で886円を募金に回せる予定。数がまとまると送料分から募金に回る分が増える。


  最近、募金詐欺も発生した。われわれも会計報告等については会計士、監査には弁護士の力を借りる予定である。


  バッジの製作会社　ZEAMI Art社が精力的に協力してくれた。短納期にもかかわらず趣旨をご理解いただいた。横山社長には感謝している。


  ヤマト便も便宜をはかってくれている。こちらも感謝。


  いよいよ5月31日より販売開始。全国に支援の輪を広げたい。


  「がんばろう宮崎」で検索すると現在Googleで3番目に出てくる。みなさんがリンクを貼ってくれているおかげだろう。


  がんばろう宮崎！バッジ販売サイト


  



  風評とはなんぞや　20100530


  関東のある居酒屋で、宮崎牛と宮崎の豚を使ったメニューを出していたが、先週から宮崎という言葉を外した。今月に入って、注文がぱったりと止まったという。宮崎を外したら注文が戻ったという。


  言葉がなかった。そこのマスターはわたしが宮崎出身ということを知っている。申し訳ないという顔をしている。


  こうなってくると、宮崎は口蹄疫という直接的な被害以外に二次、三次的な被害が予想されるのではないか。


  宮崎市内のホテル、飲食店、県外客が減少している。コンベンションや総会なども中止が決まっている。感染病が存在しているので、やむを得ない決断かもしれない。しかし、必要以上に反応していないだろうか。


  無論、畜産業や関係者はいまだに日夜消毒や作業に追われている。その中で飲んで騒いでよいのかというような意識もあるとは思う。


  県外で宮崎の農産物までもが遠慮されるようなことは避けないといけない。宮崎の農畜産物を使ったメニューを増やしてほしいくらいだ。
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